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静岡県湖西市長 田内 浩之
たない ひろゆき

湖西市公式コミュニケーションキャラクター
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湖西市の将来人口の展望
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このままの
減少傾向が続くと…

推計値

人口減少を抑制するため

施策を実施していく

考え方 現状の取り組みの継続前提

出生率 コーホート変化率法による算出

移動率 直近5年間の変化率で推移住民基本台帳を基準とした人口推移

（人）



湖西市の財政状況
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歳出総額 基金

家計における
「貯金」のようなもの

今後も
大型事業により

事業費拡大
⇒基金減少

・給食センター
・学校再編
・体育館空調
・市役所
・病院 etc



湖西市の財政状況
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令和6年度 一般会計 決算（皆さんに収めていただいた税金の使い方）



＜重点施策②＞

元気なまちの実現

＜重点施策①＞

暮らしやすさの向上

市政運営の基本方針
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魅力ある湖西市を子どもたちへ
～次世代へつなぐチャレンジ～

＜基本方針＞

防災・医療・福祉・子育て・教育など
多岐にわたる市民生活において、
安全で快適な地域づくりを進め、
すべての人々が生活しやすい暮らし環境を整備

浜名湖や湖西連峰などの自然環境、農水産物、
「モノづくりのまち」としての強みなど、
観光や産業経済を活かした施策を実施



市民意識調査（市民アンケート）
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総合計画（市の最上位計画）の進捗状況や市民満足度を把握するためのアンケート

「住みにくいところ」の早期改善を最優先事項として施策に反映

住みやすいところ

１位 自然環境 51%

２位 働く場所（仕事） 35%

３位 廃棄物の処理 30%

住みにくいところ

１位 公共交通機関 55%
(バス・タクシー・電車)

２位 買い物や外食 42%

３位 医療サービス 40%

・地域医療
令和７年市民意識調査より



公共交通サービス

7

コミュニティバス

コーちゃんバス
デマンド型乗合タクシー

コーちゃんタクシー
企業シャトルバス

企業シャトルBaaS

役割
鉄道駅や商業施設、医療施設な
どの拠点間を結び、まとまった
需要を担う

コーちゃんバスでは拾いきれな
い、ドアツードアの個人移動に
対応

コーちゃんバスの補完として、
手薄なエリア・時間帯を埋める

輸送量 大量輸送 少量輸送 少量～中量輸送

備考 市内公共交通の軸 自宅・目的地を直接結ぶ
企業と連携

（輸送資源の活用）

令和8年1月から
通年運行を開始

令和７年10月に
サービス拡充

令和6年10月に
路線および時刻表を改正

拡充



コーちゃんタクシーの拡充（令和7年10月から実証運行）
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№ 内容 現行 拡充後

1 休日運行の実施 平日のみ 全日 ※12/31-1/3は運休

2
乗り降りできる場所
となる指定施設の増加

６２箇所 ２４０箇所

3 便数の拡大 １時間に１本 ３０分に１本

4 運行時間の拡大 ８：00～17：30 ７：00～18：30

5 指定施設間移動の解禁
① 自宅 ⇔ 指定施設 ①自宅 ⇔ 指定施設

②指定施設 ⇔ 指定施設

6 運賃の改定

地区内：４００円／人
地区外：８００円／人、

乗り合いで
５００円／人

市内均一 ５００円／人

利用者が約2倍に

拡充後

約2,000人/月

拡充前

約1,000人/月



にぎわいの創出
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2025

7/25(金)→11/21 (金)

毎週金曜日 17:00～21:30

会場 JR鷲津駅前

開催日数 計16回

来場者数 約6,000人（1日あたり 約380人）

出店店舗数 26店舗
（種別：飲食 23、サービス 2、物販 1）

販売実績
・購入者数
・売上合計

・4,666人
・約370万円（1人あたり 約800円）

駅周辺のにぎわい創出のために、JR鷲津駅前で夜市を開催



市立湖西病院の機能強化
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◎常勤医師4名による24時間往診体制を整え

在宅療養支援病院を届出（7月～）

「やっぱり家がいいな を届けたい」を
キャッチフレーズに訪問診療を拡大中

◎市内５箇所の特別養護老人ホームと

協力医療機関協定書を締結

◎大規模事業所のインフルエンザ予防接種
（現地に出向、対象約800名）に対応

◎令和8年度からの協会けんぽ人間ドック25,000円補助の施設認定（内定）

令和6年度 令和7年度（12月まで）

38回 89回

《往診＋訪問診療実施回数》



湖西市まちあるき観光案内所の開設（実証実験）
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観光客や市民の皆さまに湖西市の魅力をより身近に感じてもらうために

湖西市まちあるき観光案内所を開設

〇観光案内（市内施設や飲食店等の案内）
〇観光パンフレット・マップの配布

湖西市での滞在が

より楽しく快適になるようにお手伝い

設置期間
計31日
R7.10.5～R7.12.7
（金、土、日、祝）

来訪者数
（総数）

・湖西地区 121人
・新居地区 1,075人

・うなぽんグッズを買いたいので助かった。
・湖西市を知っていただくために良いと思う。
・楽しかった。ほかの場所も見に行こうと思う。

来訪者の声



優良田園住宅制度の導入

☑敷地面積300㎡以上

☑３階建て以下

☑広い庭つき

☑自然やコミュニティと調和した住宅

白須賀地区

大知波地区

地域コミュニティを維持するために、

一部の主要集落に誰でも一戸建て住宅を新築できる

優良田園住宅制度を導入

しらすか

おおちば

都市部の住宅地とは異なる、自然豊かな環境を生かした住宅
の建設を促進
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浜松湖西豊橋道路の都市計画決定に向けて
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湖西市区間（都市計画決定権者：静岡県）
延 長 約5.9km
車 線 数 4車線（片側2車線）
標準幅員 22.0m

基本方針（案）の縦覧、意見書の受付
説明会の開催

環境影響評価手続の流れ

計画段階配慮書の公表・縦覧（国）

環境影響評価方法書の公告
縦覧、意見書の受付

説明会の開催

環境影響評価の項目等の選定

環境影響評価準備書の作成

環境影響評価準備書の公告・縦覧
意見書の受付
説明会の開催

環境影響評価書の作成

環境影響評価書の公告・縦覧

都市計画手続の流れ

都市計画審議会での審議

都市計画の市原案の作成
説明会の開催（市）

都市計画の県原案の作成
公聴会の開催（県）

公聴会の開催（政令指定都市）

都市計画の案の作成

都市計画の案の公告・縦覧
意見書の受付

都市計画決定告示・都市計画図書の縦覧

同時

同時

環境影響評価の実施
(調査・予測・評価・環境保全の検討)

現在

これまで示されていたルート帯

都市計画原案のルート

今後のスケジュール

現在



消防防災センターの建設
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令和8年3月完成予定
（4月運用開始予定）

消防と市の危機管理部門を集約した庁舎
・消防本部
・消防署
・危機管理課
・災害対策本部機能（防災センター）
・サーバー室

災害への迅速・的確な対応を実現し

地域の未来に

安全・安心をもたらす

イメージ図



湖西市津波防災地域づくり推進計画 第2版（案）
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南海トラフ地震が今後30年以内に60%～90%程度以上の発生確率が想定され
る中、市民の生命を守るためには、施策効果の発現を80年後で試算する防潮堤
の整備ではなく、早い段階で効果を発揮する代替施策の推進が急務。

ハ
ー
ド
事
業

避難路の安全性確保 避難所(学校体育館等)における空調整備

ソ
フ
ト
事
業

地区防災計画作成の推進実効性のある避難訓練の実施

基本方針
みんなでつくろう いのちを守り 地域の未来をつなぐまち KOSAI

「津波からの確実な避難」と「早期の復旧・復興」を実現するための体制整備
を推進。

拡充する事業・事務の一例



学校再編
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小中学校統合に向けた

準備を開始

仮設校舎を設置することなく湖西中学校の改修工事を進める
ため、東小学校と知波田小学校の統合時期を1年遅らせ、
令和11年度の統合を目指す。

統合時期の見直し

学校再編基本計画【北部地区】に基づき

校舎改修スケジュール 統合時期

当初案 見直し案 当初案 見直し案

小学校
(湖西中改修)

R8～9年度
※仮設校舎あり

R9～10年度
※仮設校舎なし

R10年度 R11年度

中学校
(岡崎中改修)

R8～9年度 変更なし R10年度 変更なし

東小と知波田小を統合 R11年度

湖西中と岡崎中を統合 R10年度



学校再編
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白須賀地区の学校再編を検討 ・少人数/小規模の中で学ぶ環境への不安
・少人数こそ可能な特色ある教育への期待

・地域の活性化のための地域の核としての意味

意見交換における意見湖西市立小中学校再編方針に基づき

選択肢 件数 比率

【A案】小学校・中学校ともに存続 355 61.0%

【B案】小学校は存続、中学校は
近隣の中学校に統合

178 30.6%

【A案、B案以外の案】 46 7.9%

無回答 3 0.5%

＜対 象＞ 1,121世帯（白須賀地区の全世帯）
＜有効数＞ 582人（回答率：約52％）

これからの小中学校についてのアンケート

【A案】小学校・中学校
ともに存続

61.0%

【B案】小学校は存続、
中学校は近隣の
中学校に統合

30.６%

【A案、B案以外の案】

7.9%

無回答
0.5%

地域の住民の皆様や保護者との意見交換を通じて検討を
進める中で多様な考えがあることを確認できた。

幅広い意見を伺うため地域住民を対象としたアンケートを実施



学校給食センターの整備
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こどもたちに安全・安心で

おいしい給食を安定的に提供する

令和9年4月供用開始予定

イメージ イメージ

小中学校：自校調理
幼稚園：弁当外注 学校給食センター

・衛生管理基準の適合
・食物アレルギー対応設備の整備

（専用室、専用容器・食器）
・見学スペースの完備

施設の充実



子育て支援センターの運営・拡充
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子育て中の親子が

気軽に集い交流する場の提供、

子育て相談、講習会、子育て情報の提供等を実施

地域子育て支援拠点施設

子育て支援センターの運営・拡充
西部子育て支援センター

ほほえみ

にこりん

新所子育て支援センター

のびりん

新居子育て支援センター

保護者の育児不安の解消を図るとともに、

こどもの健やかな成長を支える



～ Fin ～
ご清聴ありがとうございました。

湖西市マスコットキャラクター

「コーちゃん」
湖西市公式コミュニケーションキャラクター
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